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第 1 回旭市総合戦略推進委員会（評価） 

議事録【要約】 

 

開催日時：令和３年１２月３日（金）１３：３０～１６：０５ 

開催場所：旭市役所４階 議会委員会室 

 

○出席者 

 《委員》 

鎌田 元弘 委員長 出 柳 明美 副委員長 出 朝比奈 紀夫 委員 出 

萩原 徹   委員 出 林 千夏   委員 出 塚本 美奈子 委員 出 

石橋 明昌  委員 出 奈良 暁子  委員 出 佐藤 年雄  委員 出 

加瀬 一雄  委員 出 川村 崇   委員 出 宮内 夏子  委員 出 

飯田 周作  委員 出 嶋田 明範  委員 欠 東海林 学  委員 出 

 米本市長  

 《事務局》 

旭市企画政策課：小倉課長、林副課長、金谷班長、川瀬、保立、来栖 

 

○事前配布資料 

 ・資料１－１～１－５ 重点施策マネジメントシート 

・資料２ 基本施策評価シート 

・第２期旭市総合戦略 令和２年度実績の評価指標 

 

〇当日配布資料 

・委員名簿 

・意見書様式 

・座席表 

・どきどき探訪 
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○ 会議内容（要約） 

  

１ 開会  

事務局 配付資料の確認 欠席委員の報告 

  

２ 委嘱書の交付 

  市長より各委員に委嘱書を交付 

 

３ 市長あいさつ 

 

４ 委員紹介 

  出席委員より自己紹介をいただく 

  事務局職員自己紹介 

  委員長 副委員長選出  

  委員長に鎌田元弘委員 副委員長に柳明美委員が選出される。 

  鎌田委員長 柳副委員長より就任のあいさつ 

   米本市長 公務のため退席 

 

５ 説明及び評価  

委員長 事務局からの説明をお願いします。 

  

事務局 意見のとりまとめについて事務局一任の確認をしたい。 

 （異議なし） 

  

事務局 重点施策マネジメントシートの構成について説明 

 令和２年度実績の評価指標について説明 

 資料１－１に沿って地産振興プロジェクトについて説明 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委 員  旭市には、旭市地域職業相談室を開設していただき感謝申し

上げます。老朽化のため来年度移転を予定しており、現在準備を

進めています。現在よりも駅に近いところに設置をして、求職者

の利便性を図っていきたいと思っています。 

 紹介成功率は、求職者にたくさんの求人情報を紹介すると率
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が下がってしまいます。ハローワークでは就職率、求職者を何人

就職させるかの成果を見ている。ここが旭市の KPI と違うとこ

ろです。たくさん求人情報を紹介してほしい求職者が来ると、必

然的に紹介成功率は下がってしまう。つまり求職者に３件の求

人を紹介して就職した場合、紹介成功率は３割となります。 

旭市地域職業相談室の紹介成功率の３割は千葉県で一番良い

数値。これ以上紹介成功率を向上させるとなると、求人情報の紹

介数を減らさなければいけない。紹介数を増やして頑張れば紹

介率の数値が落ちてしまい、矛盾を感じる。目標の立て方を考え

てもよいのかなと思います。 

旭市においては、地方創生臨時交付金を活用し、コロナ対応の

看護師の求人をハローワークに出していただいた。ＮＨＫでも

紹介されましたが、１４名の看護師が就職した。他の自治体では

臨時交付金を使っても派遣会社に丸投げするなど、必ずしも地

域の雇用につながっていない事例が見られた。旭市はワクチン

接種率も高かったと思います。看護師の就職にハローワークと

しても役立てたことは良かった。３回目のワクチン接種でも地

域の雇用に協力いただけると助かるなと思います。 

  

事務局  ５年間の計画期間の途中でも、指標を変えること、目標値を変

えることはいずれも可能です。成果を確認する指標ですので、よ

り良い指標があれば取り入れて、今後評価をしていければと思

います。 

  

委員長  市民にとってわかりやすい指標ができると良いと思います。 

  

委 員  道の駅季楽里あさひは、新鮮な野菜やお土産品なども手頃な

価格で買えるので、よく利用しています。またいつも賑わってい

る印象があります。そこで一つ要望なんですが、道の駅において

現金以外で支払い時に使えるものは、チャージ式の電子マネー

「きらか」のみとなっています。他の電子マネーやクレジットカ

ードに対応していただき、キャッシュレス化が進むと良いなと

思います。現金よりもキャッシュレス決済の方が多く買い物を

する傾向があるみたいです。手数料もかかると思いますが、ぜひ

キャッシュレス対応を進めていただければと思います。 
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事務局  プリペイド式の「きらか」導入時に、他の決済方法導入も検討

しました。他の電子マネーなどは手数料が高いため、しばらくは

プリペイド式の「きらか」でやってみようという形になりまし

た。今は試行段階となります。これからも他の決済方法等の検討

を進めていこうと思います。 

  

委 員  私も道の駅のキャッシュレス決済の導入は進めていただけれ

ばと思います。 

 マネジメントシート（２）④の４年度施策の方針において、「道

の駅では、旭市の生産物を PR するためにも地場産品を活用した

特産品を開発」とありますが、これは道の駅が主となり開発する

認識でよいですか。 

  

事務局  道の駅の運営会社である株式会社季楽里あさひが独自の商品

を開発していくものです。 

  

委 員  例えば銚子市では、銚子商業高校の生徒が地元のパン屋さん

と組んで、新しいパンを考えたり、八千代市も「やちパン」と言

って地元の高校生とパン屋さんで商品開発をしている。多古町

では多古米に合うおかずコンクールの記事を見た。道の駅で商

品を開発することも良いことですが、市内で商品開発に取り組

んでいる人たちもいると思うので掘り起しを行うとか、アイデ

アの段階では、市内の事業者さんや高校生などから幅広く集め

て商品開発をやっていただければと思います。 

  

委員長  参考までに、千葉工業大学でもデザイン系の学生がパッケー

ジデザインをやったり、化学系の研究室では食用花をもっと活

用できないか取り組んでいる。大学もいろいろ協力できると思

うので、初期段階は検討されたらいかがかなと思います。 

  

委 員  開設法人の年間件数について、目標達成とのことで非常によ

ろしいことだと思います。また、廃業された件数はいかがでしょ

うか。企業の数が増えているかどうか、ここが大きなポイントに

なってくると思います。 

 銀行への相談で一番多いのは後継者の問題。事業をどうやっ
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て承継していくか、そういった相談をいただいている。県でも実

施していると思うが、事業承継の支援体制を構築していかない

と廃業する会社も多くなる。企業数が減ってしまうことがない

ように対応していかないといけないと思います。 

 雇用に関連して、旭支店は行員が２５名いますが、１０人程度

はパートタイマーを雇用しています。しかし求人を募集しても

応募が無いことが実情です。以前は勝浦に勤務していたが、人口

が 17,000 人を切っている街で働き手がいなくなっている。少子

高齢化が進む中、高齢者の働き手を活用していくことも大事で

はないかと思っています。以前のテレビ報道で、旭市の企業で外

国人就労者が来なく、受注を断っているとニュースで拝見した。

いろいろなところで人の問題は抱えていると思います。雇用者

をどう確保するかがポイントではないかと考えています。 

 また商品開発についてはですが、銀行法が令和３年４月に改

正され地域商社が開設できるようになり、千葉銀行では地域商

社である「ちばぎん商店」を始めました。クラウドファンディン

グ方式で商品を作っています。新しい商品を立ち上げて、クラウ

ドファンディングでファンを増やして、ブランディングしてい

きます。旭市の企業でも商品を開発し、これから全国展開してい

こうとのことで進めています。道の駅の商品でもネット社会で

どうやって広めていくか、非常に大事だと思っているので、こう

いった取り組みも検討いただければと思います。 

   

事務局  令和２年度に閉鎖・廃止となった法人数は２９件、登記上は法

人が残っている状態の解散状態は１５件ありました。合計は４

４件でした。開設法人件数が６６件ですので、状況は上向き傾向

かと思います。 

 事業承継について、資料２ 基本施策シート 基本施策２「商工

業の振興」において、商工会会員数が減少傾向となっています。

これまでは創業セミナーをメインで実施していますが、事業承

継セミナー等で後継者を確保する支援も検討するとしていま

す。 

 雇用関連については、基本施策４「雇用の確保」において、コ

ロナ禍前は、市内企業と高校生の雇用マッチングのため合同企

業説明会を実施しており、令和元年度は 100 名を超える高校生



6 

 

に参加していただいた。好評をいただいた取り組みであったた

め、コロナの状況を見据えて継続していければと考えています。 

  

委 員  コロナ禍に入って医療と福祉の現場は非常に人材不足になっ

ています。こういった状況ですので、医療や福祉の仕事に就きた

くないという人や、行動制限が業務上ありますので、そういった

閉鎖された職場から逃げ出したいと言う職員もいます。旭市は

医療・福祉が充実しているまちのランキングで全国でも上位に

入っているところですが、働き手が実際にはいない。要介護者や

医療を受けたい人が、働き手がいないことによって入院・入所が

できないことがあります。各病院や施設では年間何百万円もか

けて求人をしています。新卒者へもオンライン面接やオンライ

ン見学会等を行い、各病院や施設は非常に努力している。全国有

数の医療・福祉が充実しているまちであるため、支援の検討をし

てただければありがたいと思います。 

 道の駅に関連して、私は職務上県内のいろいろな地域に研修

に行く機会があるが、旭から来ましたと言うと、どこですか？と

聞かれます。それだけ認知度が低い市であることを認識してい

ただき PR できるものを検討していただければと思います。 

  

事務局 ご意見としてうかがわせていただきます。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－２に沿って子宝育成プロジェクトについて説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委 員  私の勤務しているところは女性が多い職場です。子育てをし

ながら働いているパート職員もいますし、育児で短時間勤務を

している職員もいます。資料の事前送付を受けたので若い職員

にも意見を聞いてきたが、やはり子どもを育てるにはお金が必

要だということで、紙おむつ購入券の給付は非常に助かってい

るとのことでした。また、ミルク等を支給してもらえるとありが

たいといった職員もいました。 
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また、私のまわりには不妊治療を受けている人が多くいる。来

年度から保険適用となる不妊治療が増えると聞いているが、保

険が使える治療は一部にすぎないので、実費で行わなければい

けない部分も多い。旭市でも不妊治療に対する施策があるかと

思いますが、収入が多い世帯では補助金が受けられないと聞い

ている。出生率を増やす、人口を増やすという目標に対して、今

後保険適用外の治療でも補助をしていただけると良いかなと思

います。また、収入に応じた補助も枠を広げていただけると治療

もしやすいのかなと思います。 

 赤ちゃん全戸訪問では、生後すぐに１回訪問はあるが、それ以

降の訪問は無いと聞きました。核家族が増えるなかで相談相手

もいない。１回訪問に来た人に相談ができるのか疑問な部分が

あります。何回か相談できるような枠組みを検討していただけ

ると良いかなと思います。 

  

委 員  先ほどの不妊治療の意見について私も賛成です。私の周りに

も不妊治療を受けている人がおり、金銭面での不安がありまし

て、やはり支援をしていただけると助かると思います。 

 私の職場でも出会いの場が少ないと感じる。企業などにも出

会いの場のチラシを配っても良いのかなと思います。 

 今ママ世代でも共働きが増えてきていると思います。2022 年

10 月より社会保険の加入範囲が広がると聞いています。フルタ

イムで働ける人、時短勤務をしなければいけない人に分かれて

くると思います。私の前職は派遣会社に登録していたが、時短勤

務が認められていなかった。働きやすさを感じなかったため、派

遣でも時短勤務を認めていただける企業を増やしていただける

と助かるなと思います。 

 以前ハローワークを利用させていただいたが、ハローワーク

銚子は明るく雰囲気が良かったです。今の旭市地域職業相談室

は暗くちょっと入りづらい雰囲気だった。移転されるとのこと

なので、ぜひ明るい感じの相談室にしていただければ利用しや

すいと思います。 

  

  

委 員  放課後児童クラブに関して、対象が小学３年生までとなって
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います。４年～６年生を家で留守番させるのは不安を感じた。６

年生まで放課後児童クラブを利用できるとありがたいと思いま

す。今共働きの家庭が多いと思いますが、学校が４時に終わっ

て、迎えが必要な場合、必ず親が迎えに来るようメールがある。

フルタイムで勤務していると４時に仕事が終わる会社はまず無

いと思います。一般的には終業は５時以降となります。４時に迎

えに行くことに無理が生じていると感じているところです。 

 家庭教育学級について、平日開催だと仕事を休んで参加しな

ければいけない。仕事が休めない人は参加できないため、休日開

催など全員が参加しやすい形で開催できると良いのかなと思い

ます。 

  

事務局  赤ちゃん全戸訪問に関連して、令和２年度から旭市子育て世

帯包括支援センターを健康づくり課内に創設した。以前より相

談しやすい環境を整えているので、お困りの人がいたら紹介し

ていただければと思います。 

  

委 員  出会いの場創出事業について、私も係わっているが、参加者の

募集などはポスターを作成して、コンビニや公共施設に掲示し

ている。あとホームページで情報提供をしています。女性がなか

なか集まらないことが課題で、市外の人の応募が少ない。他の市

町村との合同イベント等を企画するとなんとか人数が集まる。

私の経験上、少人数の出会いの場の方が、話がはずむ印象があ

る。 

 また、乳児検診等のお手伝いをしているが、検診で集まった保

護者たちで話をする事が無い。保護者たちのコミュニケーショ

ンの場を別に設けても良いのかなと思います。 

 道の駅の商品開発について、保険推進委員でも旭市で採れた

ものを使ってヘルシーレシピを作成し広報あさひに掲載してい

る。それを出していただいても良いのかなと思います。ぜひ使っ

てみて下さい。 

  

委 員  宮城県では、ＡＩ婚活マッチングで 1,300 人を超える人が参

加したとニュースを見ました。マッチング率は非常に良いとの

ことです。検討していただいても良いのかなと思います。 
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事務局 子育て支援について、市の予算にも限りがあり、財政が豊かな

自治体にはかなわない部分があることをご承知いただきたい。

また、現在整備を進めている生涯活躍のまちの中に、子どもを中

心に考えたフィールドである「おひさまテラス」を造ります。先

ほど意見があった、保護者同士でコミュニケーションが取れる

ような場所も設置する予定です。保護者間の相談や情報交換の

場としても使っていただき、子育てに生かしてもらえればと思

います。 

行政の対応は後手に回ってしまうケースがあります。先進事

例などの情報がありましたら、このような会議の場だけではな

く、市へのお問合せフォーム等もありますので、ご意見をいただ

ければと思います。 

  

委員長 市民の知恵を生かした活動に対して市がサポートしていく。

お金をかけることだけが事業では無いと思いました。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－３に沿って故郷創出プロジェクトを説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委 員  人口の社会増減の要因として、外国人の転入がコロナ禍で減

少し、外国人技能実習生も入国が少なくなったと説明を受けま

した。私は旭市に外国人が何人いるか市の統計ホームページで

調べてみました。毎年 10 月 1 日現在の外国人人口が掲載されて

いまして、平成 30 年が 1,294 人、令和元年 1,476 人、令和 2 年

1,509 人と増加している状況でした。令和 3 年 10 月の外国人人

口を市民生活課に聞いたところ 1,520 人とのことでした。人口

減少の要因としてわからなかったが、外国人実習生が減ってし

まうということは、旭市の産業の担い手が減ってしまう。結果的

に産業に影響が出てしまうと思います。 

 第２期旭市総合戦略を見て思ったのが、外国人向けの施策が

無いということです。また、市ホームページはリニューアルして
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見やすくなったと思います。外国語の対応は英語、中国語、韓国

語が機械翻訳して見られるようになっています。外国人住民の

割合では、中国人も多いが、タイやベトナム人も多くなっていま

す。機械翻訳の数を増やしていただくか、ツイッターであれば発

信時に変換が可能なので、きめ細やかな情報発信をしていただ

けると良いなと思います。 

 ふるさと納税について、旭市は農業産出額が全国６位となっ

ています。農林水産省のホームページで農業産出額トップ 10 の

自治体を確認したが、この 10 団体でふるさと納税の額が１億円

に届いてないのは旭市のみとなっています。私もふるさと納税

を利用しているが、良い返礼品はリピーターになり何回も納税

することが多いです。返礼品と合わせて自治体のガイドマップ

が入っていたりして、訪れてみたいと思う自治体もあります。旭

市ももう少しふるさと納税を頑張っていただき、観光客や関係

人口の増につながっていけばと思います。今後に期待していま

す。 

  

委 員 旭市イメージアップキャラクター活用事業について、私もあさ

ピーサポーターズ会員になっていますが、今までカード特典を

受けたことがありません。親族のお店があさピーサポーターズ

協力店になっていますが、店主も協力店の内容を理解していな

い様子であった。また別の協力店となっている飲食店では、店員

さんにカードを示したところ使えないと言われてしまった。お

店の方にも周知を徹底しないとこの制度は広がらないと思いま

す。 

  

委 員 移住・定住に関連して、海匝地域は人口減少が大きな問題とし

てあります。11 月 19 日に銚子市、匝瑳市、旭市、県及びふるさ

と回帰支援センターの合同で移住セミナーを開催しました。移

住を考えている人は、移住の検討先はどんなまちなのか、どんな

支援制度があるのか調べています。例えば匝瑳市では移住者の

コミュニティがあります。先輩移住者に相談しやすいと移住促

進になるのかなと思います。旭市は大きな病院もあり、いろんな

ものが採れるが、知名度が低いという課題もあります。移住者を

通じてＰＲしていく、そういったことも必要かなと思います。 
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先ほど紹介されたヘルシーレシピについて、ぜひ道の駅でも

提供をしていただきたいと思います。 

  

事務局 人口の社会増減について、令和２年は国外からの転入者は減

少したと説明していますが、国内の外国人転入者は転入超過と

なっています。一番の課題は日本人の転出で、令和２年の日本人

転入者は 1,380 人、転出者は 1,636 人と 200 人超が転出超過と

なっています。それをカバーしているのが外国人の転入といっ

た状況となっています。 

あさピーサポーターズ協力店は現在 24 店舗あります。協力店

に再度制度の周知を行います。 

  

委員長 次の重点施策について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－４に沿って安心形成プロジェクトを説明。 

  

委員長 ご意見等ありましたらお願いします。 

  

委 員 コミュニティバスとデマンド交通に関してですが、デマンド交

通は利用者が多いときは、担当乗務員も多忙だと言っていた。コ

ロナの緊急事態宣言もあり、現在の利用者数は落ち着いている

状態。コミュニティバスは外から見ていると利用している人は

ほとんどいないように見受けられる。高齢者の運転免許返納が

推進され、免許を持たない高齢者が増えてきているなか、移動手

段のひとつであるデマンド交通のニーズは増えていくと思いま

す。利用があまり伸びてきていないのは周知が足りないのか、コ

ミュニティバスの利用実態を調べていただいているのか、考え

を聞かせていただきたい。 

  

委 員 生活習慣病について、近年糖尿病になる人が増えているとの

ことです。自分でも分からないうちに、かくれ糖尿病になってい

る人もおり、高齢者も多く含まれている。これまで、保健の活動

で指導しているが、この辺りは海の近くで、しょっぱいものが好

きな人が多い地域性がある。摂取する塩分を少しずつ減らせる

よう味噌汁の塩分測定を実施している。普段口にしている汁物
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を容器に入れて持ってきていただき、数値を見ればわかりやす

いと思いますので、今後も実施していきたいと思います。 

昨日病院に行ったが、高齢のドライバーが車をバックするの

に、３回降車して後を確認しているのを目にしました。また、駐

車場から道路に出るときも４回確認していた。車も凹んでいる

ところが何箇所もあった。なぜ免許返納をしないのか、旭市はま

だ高齢者が免許を手放せないで持っている人が多いと思いま

す。 

75 歳以上の免許更新には認知機能検査が必要となっていま

す。計算や漢字、暗記問題が掲載されているシニア向けの冊子が

あり、免許の更新をしたい人はその冊子を見てくださいとアナ

ウンスしています。 

  

委 員 消防団活動を行う若い人が地域に少ない。また、日中に災害があ

った場合は自営業など地域にいる人がリーダー役となり対応し

ている。今後もリーダー役を担える人を育て、地域の防災力の向

上に努めていかないといけないと思います。 

  

委 員 介護に関連して、65 歳以上でも元気な高齢者と、介護予防の

ため体力づくりをしないといけない高齢者に二分されているイ

メージがあります。介護に結び付くまでの 間
はざま

の人たちについて

は、対応が難しいと感じています。コミュニティバスは本数が少

ない地域があり、高齢者の利用が難しい場合もあります。また、

デマンド交通を知っている高齢者が何人いるか疑問な部分もあ

るので、もう少し周知が必要だと思います。 

自主防災組織についてですが、社会福祉法人には地域貢献を

行う役割もあります。どのような地域貢献が市民から求められ

ているのか、わからない部分もあり、防災面で協力できるような

ことを、市から打診していただくのも一つの方法だと思います。

役員の高齢化により老人クラブの活動がうまくいっていないと

ころでも、場所の提供や資料配布等で社会福祉法人を使ってい

ただくのも一つの方法かと思います。社会福祉法人に役割を振

っていただくことも良いのかなと思いますのでよろしくお願い

します。 
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委員長 時間が押しており、委員の方から意見をいただくことが大事

だと思いますので、次に進みます。 

  

委員長 生涯活躍のまちについて説明をお願いします。 

  

事務局 資料１－５に沿って旭市生涯活躍のまち構想を説明。 

  

委 員 生涯活躍のまちは地域とともに発展していくことが大切だと思

っています。旭中央病院と生涯活躍のまちの連絡通路も整備さ

れると聞いています。また、高速バス路線の隣接で、都会からの

アクセスが良い点も魅力だと思います。加えてクリニックモー

ルの誘致をしていると伺っています。今後も高齢者が増えてい

くなかで、国の医療施策では地域のかかりつけ医との連携を強

化していく方針となっています。中央病院で行っている高度医

療の面でも、かかりつけ医の先生で早期発見していただくこと

が重要な部分となっていますので、クリニックモールには期待

しているところです。 

  

委 員 生涯活躍のまちにおいて旭市の商工事業者とコラボレーション

できるような形で運営していただければと思います。コロナ禍

で特にサービス業は泣いています。そのような部分で盛り上げ

ていけたらと思っています。地域の発展に繋がるよう、商工業で

からめていければうれしいと思います。 

  

委員長 次第６その他に移ります。基本施策と定住自立圏共生ビジョン

の評価について事務局より説明をお願いします。 

  

事務局 資料２に沿って説明。 

  

委 員 旭市の外国人技能実習生はタイ人の比率が多くなってきてい

ます。いろいろな作物を育てているなかで、例えば果菜類だとキ

ュウリやトマトは毎日収穫しないといけないので、休日がとり

にくくなっています。休日を合わせて実習生同士の交流やイベ

ント等も厳しいのかなと思います。それであれば雇用主に対し

て補助金等を整備すれば外国人の転入増につながり、もっと外
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国人を雇用できると思います。農業経営規模を拡大するに当た

って、日本人の雇用も必要だと考えている。農水産課で検討して

もらっているのが、転入し農業に就職すると２年間に５万円/月

の家賃補助をする案がある。２年間従事すれば昇給もあるし、旭

市への定住人口の増につながると思う。 

 また、道の駅は子どもが遊ぶところが無い。例えば道の駅で食

事をしても１日は過ごせない。そうなると袋公園に行くとか、銚

子イオンに行くとかになる。市内で１日過ごせるような施設を

造ってもらえたらと思う。子どもが遊べる施設があれば、関連し

て食事や買い物などの経済効果が生まれると思います。 

  

委員長 ありがとうござました。議事は以上となりますので、事務局にお

返しいたします。 

  

小倉課長 本日は長時間に渡り議論、またご意見をいただきありがとうご

ざいました。皆様のご意見を施策に還元していけるよう努力し

ていきますので、よろしくお願いいたします。 

 【閉会】 

  

  

 


